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気持ちを伝える手紙形式のガイドマップの提案 

一静岡県伊東市を事例として一

中 野 え み り  小 川 克 彦

概要観光地などのガイドマップは観光スポットや有名な店、お土産などの紹介が多く、どのガイドマップも非常に類似 

している。このことは、どこへ行っても同じという印象を人々に与えかねず、その場所へ行く動機を損ねてしまう問題があると 

言える。本稿ではこのような問題を解消し、人々の動機の喚起につながるようなガイドマップ「MAPletter(マップレター）」を提 

案するとともに、その作成方法ならびに利用方法を紹介する。MAPletter•はパターン•ランゲージという論理構造を利用して 

気持ちと場所をつなげたことで、その時の気分に適する場所を案内することがT きる。さらに、論理構造により生まれた文脈 

を手紙にしたことで、このMAPletterを人に贈ることが可能となり、気持ちを伝えると同時に旅を勧めることができる。

1 .まえがき

現 在 、観光地で一般的に利用されているガイドマッ 

プ （例えば[1])は、観光スポットや有名な店、お土産な 

どの情報を写真と共に事細かに紹介している。あるい 

は、その土地の地理を数値的に表しているものが多ぐ 

どの場所も同じ雰囲気という印象を拭えない。例えば、 

本稿で取り上げる伊東市は、熱海や伊豆高原に隣接 

しているが、この辺りのガイドマップの多くは温泉とその 

他の観光名所、お土産の紹介に偏っており、どれも非 

常に類似している。このことは全国各地域のガイドマッ 

プでも見受けられるだろう。換言すれば、既存のガイド 

マップは各地域の特色を反映したガイドマップではな 

いということだ。これは「どこへ行っても同じ」という印象 

を人々に与えかねず、その場所へ行ってみたいという 

動機を損ねてしまう問題があると言える。そこで、本稿 

では「その場所へ行ってみたい」という人々の動機につ 

ながるようなガイドマップを提案する。っまり、人の気持 

ちと場所の特性をっなげ、旅への意欲を喚起させる、 

新しいガイドマップを生み出す試みなのである。

さて、気持ちと場所をつなげるにあたって利用した 

のがパターン•ランゲージ[2][3][4][5][6]である。パター 

ン•ランゲージとは、1 9 7 0 年 代 後 半 、建築家のクリスト 

ファー•アレグザンダーが提唱した、いわば物事に対す 

る問題発見 •問題解決のための理論である。繰り返し 

出現する状況や問題に対して、それらを上手く解決す 

る「秘訣」を導き出すための論理構造だ。アレグサンダ 

一 は 1 9 7 7 年 、[2]の中で、2 5 3 個のパターンをその実 

用例と共に紹介している。それらは主に建築や都市計 

画の分野で用いられ、個々の建築の要素から街の景

観に至るまで、あらゆる規模の大きさのパターンが存 

在するが、一つのパターンは、どのような状況下でどの 

ような問題が生じやすぐそれをどのように解決したらよ 

いのか、という一連の流れで構成されている。

この問題発見 •問題解決の論理構造であるパター 

ン•ランゲージを、気持ちと場所をつなぐツールとして 

利用することとした。これにより、そのノくターンを使って 

旅に行きたいという文脈、さらに動機を喚起するガイド 

マップを作ることを本稿の目的とする。

2. 「MAPletter」の提案

気 持 ち を 伝 え る 手 紙 形 式 の ガ イ ド マ ッ プ  

「MAPletter」を提案する（図 1)。コンセプトは「人に贈 

りたいガイドマップ」だ。このMAPletterの MAPは、もち 

ろん「地 図 」という意味もあるが、「気持ち」「と」「場 所 」 

を 表 す 「Mind」「And」「Place」の 意 味 も 含 む 。 

M APletterは 5 つの気持ち「憩い」「なつかしさ」「放 

浪 」「解 放 」「洗 練 」を表し、そ れ ぞ れ 試 作 し た 。
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(a) 「憩い」の MAPletteの表'面

場所の要素

(b) 「憩い」の MAPletterの裏面 

図 1 「憩い」の MAPletter (続き)

MAPletterの最大の特徴としては、気持ちと場所の 

接続においてパターン•ランゲージを用いていることで 

ある。それによって気持ちと場所がつながり、その時の 

気分に適した場所を案内することができる。パターン. 

ランゲージは問題発見から問題解決を導く論理構造 

である。その論理構造に従って気持ちと場所をつなげ 

ることは説得力の獲得につながる上、その時の状況か 

ら適する場所を導き出す際に段階を踏んでいるために、 

流れ、つまり文脈が生まれる。

MAPletterではその文脈を「手紙」にした。「letter」 
というのはその意味である。MAPletterを人に贈ること 

が可能で、普段なかなか気持ちを伝えられない人に 

「手紙」という形で「旅 」を勧めることができると考えられ 

る。

3. 「MAP丨etter」の作成方法

MAPletter作成のためには、「人の気持ち」と「場所 

の特性」と「場所の要素」の 3 つの関係性を求めること 

が必要である。本章では、伊東市でフィールドワークを 

行 い 、その結果をもとにして関係性を導き出すなどし 

て完成させたMAPletterのプロセスについて述べる。

3 . 1 フイ一ルドワーク

慶應義塾大学の小川克彦研究会 •場所サブゼミの 

メンバー6 人 （筆者を含む）の協力を得て、静岡県伊 

東市でフィールドワークを行った。J R 伊東駅を中心と 

して、各人が自由に歩き、「行ってみたい」と思った場 

所の写真を撮影してきてもらった（図 2(a)，（b))。また、 

予 め 6 人に配布しておいた伊東市の地図上に、撮影 

場所がわかるよう印をつけてもらった。撮影枚数に限り

はなく、所 要 時 間 は 2 時間程度である。

(b)松川遊歩道の石畳 

図 2 フィールドワークで撮影した写真の例
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3 . 2 言 葉 の 抽 出

フィールドワークの後 、各人が撮影してきた写真を 

基に、① 「どのような場所だったか」、② 「その場所には 

何があった」、③ 「その場所に行くとどんな気持ちにな 

ったか」という3 つの質問を、撮影したすべての場所に 

対して各人に行なった。これらの質問をすることで、そ 

れぞれ①「場 所 の 性 質 」、② 「場 所 の 要 素 」、③ 「人の 

気持ち」に関する言葉の抽出を試みた。

3.3 KJ 法
3.2.の言葉の抽出により得られた単語を全てポスト 

イットに書き出し、① 「場所の性質」、② 「場所の要素」、 

③ 「人の気持ち」ごとにK J法を行った。①と③に関して 

は、似たような意味の言葉同士をまとめることで、より適 

切な表現に変えた。②に関しては、K J 法の特徴を活 

かし、感覚的に近いと感じるモノ同士でまとまり（以 下 、 

ブロック）を作るとともに、それぞれのブロックがどのよう

な感情を抱かせるのかを考え、ブロックごとに名前をつ 

けた（図 3)。その結果、全 部 で 1 6パターンに集約した 

(付録を参照）。

図 3 KJ法

3 . 4 パターンの作成

K J 法で適切な言葉の表現に変えた「場所の性質」 

「場所の要素」「人の気持ち」におけるブロックをそれぞ 

れ組み合わせて、パターン•ランゲージの論理構造に 

置き換えた。

1つのパターンは通常、

①  「Context(状況 •状態 )」

②  「Problem(問題)」

③  「Solution(解決方法 )」

④  「Consequence(結果)」

という4 つの要素から成る。これに今回の場合を当て 

はめて考えると、

①  どういう気持ち•状態の時に」一*人の気持ち

②  「どのような状態に陥りやすいか」— 人の気持ち

③  どのような場所が適するのか」— 場所の特性

④  「その場所に行った結果、どのような気持ち•状態 

になるのか」— 人の気持ち

となり、「人の気持ち」は①②④に当てはまることがわか 

る。ただし、3.2 •において求めた人の気持ちに関する 

言葉は、あくまで④の結果（Consequence)の気持ちで 

あ る 。① の C o n t e x tの 気 持 ち を 求 め る に は 、 

Consequenceの裏返しとしての気持ちを考え、そ.れを 

C ontextとしてパターンに組み入れる必要がある。また、 

② の Problem (問題）は①に含まれることが十分に有り 

うるため、①と②はまとめてContextとする。「場所の要 

素」は Exampleとして、「具体的にどのような場所か」を 

示すものとして③と④の間に入れる。このようにして、 

「人の気持ぢ」と「場所の特性」と「場所の要素」の3 つ 

の関係性を求めた。まとめると以下のようになる。

「Context& Problem;どういう気持ち•状態の時に」

— 人の気持ち

「 Solution ;どのような場所が適するのか」

— 場所の特性

「Example;その場所にはどのような要素があるのか」一> 

場所の要素

「 Consequence ;結果どういう気持ちになるのか」

— 人の気持ち

3.5 手 紙 （letter)
全 16 ノくターンのうち、人が最も陥りやすいであろう 

状態のパターンを 5 つ 選び、それらをパターンの構造 

に従って手紙の文章にした後、人に贈る手紙としてよ 

り自然な表現に修正した。今 回 MAPletterに選出した 

パターンは、「憩 い 」「なつかしさ」「放 浪 」「解 放 」「冼 

練 」の5種類であるが、ここでは「憩い」の MAPletterを 

例に見ていきたい。パターンの構造に従って手紙を書
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いた場合、以下のようになった。

『いつも忙しそうだね。たまには息抜きに、憩いの場 

所に出かけてみるのもいいかもしれないよ！憩いの場 

所 の 目 印 は •••川 沿 い の 歩 道 、白壁、石 畳 、お寺の 

本 堂 、石の階段。』

これをパターンの構造に当てはめてみると、「いつも 

忙しい」という状態がC ontextであり、それを解決する 

Solutionが「憩いの場所に出かける」、そしてその場所 

にある要素の例であるExampleが「川沿いの歩道、白 

壁 、石 畳 、お寺の本堂、石の階段」となる。その場所に 

行った結果としてのConsequence部分はあえて省略 

する。その場所を訪れた人がどのような感情を抱くかに 

ついては断定しない方が良いためだ。

なお、次のように Context「いつも忙しそうだね」を 

「ゆっくり過ごしてね」というやわらかな提案形に直して 

書く事もできる。

『いつもありがとう。たまにはゆっくり過ごしてね。憩い 

の場を案内するね。』

3.6 地 図 （MAP)
一見すると消滅してしまったように見えるExample 

(場所の要素）を、裏面の地図で写真とともに「場所の 

詳細」として記載した（図 1 を参照）。

4 .「MAPletter」の利用方法
MAPletterはタイトノレが記載されている面を表として 

四等分に折りたたまれており、表 面 に は MAPletterの 

特 徴 、手紙、アクセスが順に書かれている（図 1)。その 

ため、手 紙 の 面 に MAPletterを贈りたい人の名前と自 

分の名前を書くだけで、相手に気持ちを伝えると同時 

に旅を勧めることができる。普段は面倒で手紙を書か 

ない人や、大切な人に思いを伝えたいけれどもそのき 

つかけがない人、あるいは気分転換のために一人で出 

かけたい人などが利用することが望ましい。

図 4 MAPletterを贈ることにより旅を勧める

5.今後の展望と課題
本稿では、気持ちを伝える手紙形式のガイドマップ 

としてMAPletterを提案し、その作成方法ならびに利 

用 方 法 に つ い て 述 べ て き た 。今 後 の 展 望 と し て 、 

MAPletterが伊東の新たなガイドマップとして定着し、 

伊東というまちの魅力を全国に発信していくための手 

段の一 つ に なれば幸いである。また、気持ちを伝える 

MAPletterによって人と人、人と場所がつながり、人と 

地域が元気になることを期待する。

今 後は、MAPletterの評価実験を行い、場所の特 

性を表す言葉の適性を調査して修正するとともに、気 

持ちと場所の整合性も併せて調査していきたい。
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付 録

表 1 6パターンの一覧

要素 場所の特性 人の特性

1 公 園 、庭 、花 、実のなっている木 メルヘンチックな 愛しい気持ちになる

2 高所 •高台、坂の上 開放的な さわやか、すっきり、すがすがしい

3 細い道、路地 心惹かれる 探究心をくすぐられる

4

道にまで置かれた商品、お店の裏 

側に面した道、ごみ置き場、洗濯 

物 、路地 裏 、家の裏側、家 、住宅街

あたたかい 

(生活感）
安心する、落ち着く

5 水 路 、川 、街 道 、ァーケード、橋
地元らしい 

(個性がある）
新鮮味がある、驚く

6
木々、さび、倒れかけの木、草 、蔓、 

鉄の階段、マンション
不気味な 気味悪い、恐い、涼しくなる

7
花 屋 、ショーウィンドウ、喫茶 店 、西 
洋建築、レンガ

心華やぐ 幸せな気持ちになる

8
ベンチ、テント、自営業の文具 •書籍 

店
レトロな

懐かし気持ちになる、子ども時代を 

思い出す

9 白壁、石 畳 、寺の本堂、石の階段 憩い
ゆったり、のんびり、のびのび、穩や 

か

1

0

「行き止まり」の標識、鉄の柵、ガー 
ドレ'— ル 静かな、寂しい 寂しくなる、寂寥感

1

1
海 、山 開放的な さわやか、すっきり、すがすがしい

1

2

しめ縄、鳥居、碑 、神 木 、お地蔵さ

ん
厳かな

緊張する、鎮まる、畏敬の念を感じ 

る

1

3
灯籠、あじさい、のぼり

あたたかい 

(和 •日本）
落ち着く

1

4
商店街、小学校

あたたかい

(元気）
安心する

1

5
橋下

開放的な、 

自然豊かな

無心になれる、物思いにふける、の 

んびりできる

1

6
アンティーク、木製のドア

あたたかい 

(西洋的）
落ち着く
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